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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 評価意見 

本研究課題は、有機物質薄膜成長をはじめとした多様な物質のヘテロ構造構築の経験を活

かして、実験グループと電子相関理論グループの密接な協力のもとに、高度に界面を制御し

た有機・無機へテロ接合において電子相関が起因となる量子効果の発現を追究したものであ

る。主たる目標は (1) 有機・無機へテロ界面の電子状態の探索、制御、(2) 電界誘起現象の

探索、(3) 新しい測定手法の開発である。概ね計画通りに研究が進み、有機・金属界面の電

子状態や有機トランジスタの動作機構等についての新しい知見が得られており、期待通りに

研究が進展したといえる。また、それぞれの目標においても幾つかの興味ある成果を上げて

おり、成果発表も積極的に行われた。平坦バンド強磁性の挑戦的な試みも、是非続けて発展

させて欲しい課題である。全体的にややインパクトの薄い印象はあるが、新しく到来する研

究フェーズに向かってその基礎を構築したという重要な意義のあるものであると総括でき

る。 
 

 


